
GRAMBANGLA議長S｡l.Khan先生の横顔

カーンさんのNGOグラムバングラの施設：補助小学校。(2011.6.8)

井戸用のパイプを調達。グラムバングラにて（2008.7.4）
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恵まれない家庭に井戸を提供。水が出てピース。（2008.7.4）
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前期課程における修士（環境学）取得希望者には、体系理
解科目(6単位)と専門分野科目(14単位)とによる段階的カリ
キュラムを設定しました。体系理解科目は、研究科共通、
持続性学と安心・安全学、専攻横断の枠組によって再編成
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ミュンヘン､ダツサウ､ベルリン､ハノーヴァー､フランクフ
ルトにおける甑地胸壷･臘鯛

ドイツ(9月）

上海社会鯛査､同済大学との連携ワークショッブ

（都市計画と社会理塊､GISと社会環塊分折》
而京社今胸壷､南京大学との連鵬ﾜｰｸｼｮｯブ
（グローバル化と都市社会環境･社会文化）

南京･蘇州農村鯛壷
（中囿農村の生活頂塊.経済格差）

中国(11月）

’
ｼｬｸｱﾗ大学との連携ワークシヨツブ
（スマトラ地震･津渡の総合的理解）

パンダアチエ､アチエ州の地域隅査
（津波後の土地変動.地域環塊.紅興状況）

インドネシア
(11～12月）

I

INGO℃IWblBANGLA"でのインターンシップ
（コミュニティ･エンパワーメン卜と画境管理）

プランテーション飼垂
（コミュニティ･フオレストリー､住民参加）

パﾝグﾗテｼｭ工科大学との速條ﾜー ｸｼｮｯプ
（途上固の理坑と開発をめぐる問題）

バングラデシュ
（12～1月）

平成18年度

「魅力ある大学院教育｣ｲニシアティブ

社会環境学教育ｶﾘｷｭﾗﾑの構築
１
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聾涯淘協(南知多町)・

県農林水産部r水産物
を核とした地域活性化
悪業｣と迩權､地産地

地元の伊勢湾流域圏における、行政機関・民間企業･NPO･住民との連揺を深
めました。環境問題がどう認識され、その解決のためにどのような努力が払わ
れているか。言説的・非言説的行為を、肌で感じ取る素地を酒蓑します。プロ
グラム開発のため、地元NPOのリーダーを特任教授として招聰する予定です。

専門性に裏付けられた環境実務家養成プログラム
消や食商の間髄を考え、

洞理などを体験しまし
た(右)(2006.10.17） このイニシアティブは､5つの領域型購座と1つの連携型溺座(環境政策箔)で構成される名古屋大学大学院環境学研究科社会

環境学専攻のもつ教育責源をフルに活用して､社会的ニーズの商い環境実務家の養成を目指すものです｡環境実務家は､国内
外の環境問題の現場にアプローチできる能力(＝実践性十国際性)はもちろん､ベースとして人文社会科学の専門性と環境問題
を総合的に捉える能力(＝専門性十総合性)を備えなければなりません｡そのため､次のようなブﾛブｴｸﾄを立ち上げています。'’

'1 室撤毒雷の珊醗知蝕霞轆臘理識ﾛ蕊組織蔓喜堕
一一一一寺

環境学研究科が発足して5年半、異分野交流を通して学
生に知的な刺激を与えるため、セミナーやワークショツ
プを行ってきました。また、博士論文作成に関して、専
攻会議を基盤に指導委員会や複数指導教員制など専攻全
体で支援する体制を整えています。社会環境学の夕べ
（昼のいこい）では、個人研究の発表がおこなわれ、学
生と教員とが同じ土俵で議論する場となっており、専攻
全体で定期的にチェックする仕組みも存在しています。

名古屋大学大学院環境学研究科
〒464-8601名古屋市千種区不老町人因･社命掬壇学構竪ワーク””(Z”6年一）
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社会環境学の夕べ
昼のいこい

複数指導教員制
専攻外との連臘

指導委員会

専攻会膳
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二
雌魂せい：近代B中岡鰯をめぐる起一蹄とgWylF這
局堀現在：挿宣、陣秀虚匠璽苛ろ庫則システムの罰究

9月

蒋口泡天gハーバート毎厘弾けるフルブうイト暦員扇究昌匪理
庖只かおり：社倉壱届く＠の醜さ

10卯
ー

|顕融合迩難 現在、推進室が設圃され、イスラム・カーン特任教授を室長として、研究員と事務員2名による運
営体制が発足しました。若手教員によるプロジェクト・チームも組織されています。
〒464-8601名古屋市千種区不老町砲.FaxO52-788-605g
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○環境実務家養成プログラムの流れとその主眼

ﾖ1プロセス段階的プ匡
養成される能力像

8割捜課難雛繍螺鶴
●国際的･分野横断的なネットワーク

『より高く、より広く｣、社会環境学専攻がこれまで試みてきだ様々な教育プログラムを、『専門
性jと｢総合性｣をキーワードにして、環境学博士取得に至るまで段階的に再配睡します。

環境政策を立案･提言・
実践できる環境実務家
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自
アジアを中心に世界各地域における犠々な取り組
みを理解し、理論と実践を結び付け、実践的感覚
を蚕うために学生を派遺しています。また学生自
皇が地元伊勢湾流域圏をはじめ、現地の研究機関
･NGO/NPOと地域的・国瞭的なネットワークの
柵築を図っています。
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(上)カーン特任教授による現地NGOでのレクチャー
(左)蕗前干潟での生物多椴性廻査

）

1主眼3専攻・研究科全体で支える構造

博
士
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社会畷境学専攻6購座が連携して、社会環境学の基礎理驍
の理解を図るとともに、環境学の体系一持続性学と安
心・安全学（下図）－の下で、研究科全体で環境実務家
の養成（右図）を支える仕組を作っています6
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10-12-3RIIralllousing・Comibrts・Agri-pro"ssing･DomeSticliveStock

･Vegetables・Domestictreeplimtgltio皿

10-124EnergysIIpply･Fircwood･Fossiliilcl･EIcctricsupply･Gnssupply

10-12-STranslDortlilcilities･Modeoftrimsport

･ImpKlctO【1movementofrun･alpeople

10-12"61ml]zIctonmovelllcn10rgoods,･f¥

10-12-71mIMctonmovemcntorsludents

10-12-81mIDIlctonpricc
11．Di”sterS“mrios
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ll-1-1Flood

ll-1塁W伽dstorm
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11-2ComprellcnsiVeDisasterMnnagemen1
11-2-1FloOd

・ES畑bIishmentornoodmnrkcrs Migrationof:..｡,｡-,､:‘.｡:,:toD胸kaCity

･Floodproonngorstrllcturcsimdincilitics
･ViUllgenOodWamingSySlcm

･Aclionplnnlbremergencyprcparcdnessm1demergencyrcsponsc

･Developmentofresilicncylbrlivingwithnood

･DcvelOPmcntofcopingmechilnismwithlocalinitiatives
112－2Win(lstorml

・Idcntin“tionwindstorm・Cyclone/typhomﾉllurricme．Tor皿do

・Monsoonstorm・Constrllctionofengineeredhousesnndstructures

11-2-3E"･thqu8Bkc

･Zolling・Retronttingofcxistingsmlcturcs

･FoIIowstandnrddesigncodelbrncwstrllctures

11-2-4Drought

。′rypeSordrougllt･WaterconScrVntion

･SOnmoiStureconservKltion･GenemldroughtImmagcmcnt

l2・RclcvmtP叩'ers(ByDI･.S.1.KImn)
12-1PIImningofaModcIUnionDevclopmentCelltre-ACHIseStudyorNabagmmUnion,

Manikgmjdistrict,Bmgl:ldesh.

12-2DisaSlerMamgementinsnnOppor(umitylbl･SuStainKlbleRumIDeVel叩mcnt
12-3GRAMBANGLAModellbrPovertyAllcvintiOnnndSclrRclinncc.

12-4StrcngtheningLocalln5litulionsibR･AccclcmtingRuralDcvelopmcnt.

P

新規開講講座「農村開発論」について

溝口常俊（社会環境学専攻．地理学講座．教授）

「魅力ある大学院教育イニシアティブ」の2007年度新講義とし
て、毎週火曜日5限に英語での「農村開発論」が開講されます。講
師は特任教授のイスラム・カーン氏で、氏自らバングラデシュで農
村開発のためのNGO(グラム．バングラ）を設立し、実践的な活
動をなされています。この十数年間で水道もない、トイレもない、
電気もない、橋も道路もない、雨季には陸の孤島となる、こうした
寒村を如何に甦らせてきたか。その苦闘の軌跡が語られます。
今年9月末から10月初旬にかけてカーン先生と共にグラムバング

ラでの実践研修が予定されています。丁度ラマダーン（断食の月）
にあたります。灼熱の季節に我々は1滴の水も飲むことが出来ませ
ん。この苦難の月をいかに切り抜け実のある成果を出すことが出来
るか、われわれは相当の覚悟で臨まねばなりません。バングラ研修
に参加希望の学生さんにとって必須の講義です。
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DistinctionsbetweenurbKmandruralarcas;chamcteristics

ofmmldc症:叩mcnt－E齢茄c識c色han巫唾唾』iaii",employment
Ehm二m哩唖-i罰ik⑤9roadSand血皿晒IJu戒壺Unsystem;necessities
ofruraldevelopment;objectiveSOfruraldevelopmellts;rllral
deVelopmentpllmning;macroplImningproce(lure;resources

fbrruraldevelopmcnt;policiesibrrurllldevelopment-Innd

policy,waterresourcesdevelopmentpolicy,mImpowerpomcy,
capitglldevelopmentpolicy;integratedruraldevelopment;
ruralenvironmentalscenerios-impactofllighpopulation

growtll,impactoflivestock,impactofwgltcrbodies,impactof

modernagriculture;efrbctofgarbage,efWbctsofnood,impact
ofumplamncddevelopmellt,impactofsocio-economicaspects;

disasterscenerios-nood,wmdstorm,drougllbearthqIIIIke,

man-madellazards;comprellensivedisastermanagement;
etc．

DiSunctionsbetweenUrI皿nandR1Grg11“e錘

CharacleristicsofRuraIDevelopment
2-1両｡,mmm5‘､Chnm“eristics

2-1-1Agriculture
2-1-2Fishcrics

2－J3Liv唾#⑪ck

2-1-4ForcstIy
Z-1-SRumlar涌鋼ns

2-1-6CottageindnIstn'

2-1Q7RuralinduStry

シル8Forcignremittance
2-2Eﾛ皿J1qwm唾而tch副r弱にd低ri昂ii唾

22-1Selfcmployment

2-2-2Sa1ariedemployment

2-2-3Scasoninlcmploymcnt

2-3RoadSandtranSporlatiOnSystcm
2斗CiVicameniti“

2-5Wc脈Irescrvices

2-6．L血皿i皿iう曲魂iv哩setup

2-71nstimtionalarrangement
NecessiliesofRumlDevelopment
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１
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＝

StrengtheningLocalInB廿tutions
fbrAc“1emtingRwaIDevoIopment

3名古屋大学大学院環境学研究科環境鍵合館6F魅力ある大学院教育イニシアチブ事務局
（代表）滞口浩俊〈特任教授）イス ラム・カーン（研究員）岡崎清宜
〒464－8601名古屋市千顧区不老町砲。FaXO52-788-6059

お問い合わせ先1お召 合わせ先 UrbanandRu向1さr吟急争
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5-1-10rganizingpcople
5-1-2USingavailablelocgllresources

5-1-3USingtimei皿morcmlitfillway

5-1-4ThinkingaboutiUturebeibrehand
5-ZDecisionmlnking

5-2-1WhatShouldbedone

5-2-2WhenshouIdbedone
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国際シンポジウム｢アジア太平洋地域の水危機に立ち向かう｣関連企画

水危機克服へ月長

際 力
讃岐の地の知を世界へ！香川大学水プロジェクトの新たな挑戦

多目的ホール◎日程／2015年

ため池を守ってきた私たちの文化と確かな技術は､水を守り｡つくるアジアの人々を励ましています。

気候変化による大雨や日照りの増加､海の水位の上昇････バングラデシュなどアジアの水の今を見つめ、

これからの私たちにできること､膝を交えて考えてみませんか？

ため池を守って

気候変化による

⑨Program
13：30～開会挨拶板野俊文香川大学副学長

13：35～基調講演

講演｢気候変化とバングラデシュの人々 の暮らし｣S.l・カーン博士(NPOグラムバングラ議長）

講演｢アジアの水問題とjにAの取り組み｣松本重行(JICA国際協力専門員）

14：50～さぬき発実践報告

；:利"域雪雲組”「蚕

一『

…
◎主催／香川大学インターナショナルオフィス､香川大学水プロジェクト
⑨事務局／地球ディベロップメントサイエンス国際コンソーシアム(ICEDS)

香川大学学術室研究協力グループTe1.087-832-1316Fax.087-832-1319E-mail:tikyosenm@jim.ao.kagawa-u.ac.jp
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<香川大学ｲﾝﾀー ﾅｼｮﾅﾙｵﾌｨｽ主催市民講演会） ②
KAGAWA
UNIVERSITY

国際シンポジウム｢アジア太平洋地域の水危機に立ち向かう｣関連企画

水危機克服へ
国讃岐からの国際協力

讃岐の地の知を世界へ！香川大学水プロジェクトの新たな挑戦

◎日程/20'5年2月n日③'3:30~'6:00．会場/訓蕊鯏熱l鴨嬬目的ﾎーﾙ
OProgram

灘

13:30～｜開会挨拶｜板野俊文香川大学副学長 ｜

基調講演

13：35～

’

一 一

講演｢気候変化とバングラデシュの人々の暮らし」
S・l.カーン博士(NPOグラムバングラ議長）

講演｢アジアの水問題とJICAの取り組み」
松本重行(JICA国際協力専門員）

一 一

さぬ き発 実践 報告

14:50~
①香川県におけるJICA研修｢アジア･アフリカ地域農家組織による

ため池を利用した地域の水管理｣の取組と成果
中村康明(香川県農政水産部土地改良課課長補佐）

②｢香川大学の新しい技術｣末永慶寛(香川大学工学部教授）
③｢オイスカの水協力」萬代保男(オイスカ四国研修センター所長）

一 一

フリートークなんでもQ& A ’16:OO～｜まとめの挨拶

-II
D

OLIVESQUARE

画涯璽>香川大学学術室研究協力グループTe1.087-832-1316Fax.087-832-1319E-mail:tikyosenm@jim.ao.kagawa-u.ac.jp
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